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ナンバリング
外国語(英語)(小)(Foreign Language (English) (Elementary Education))

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野） 授業形式

必修 2 2
教育学部　　
≪平成３１年
度入学生用≫

氏名  御手洗靖

E-mail   ymitarai@oita-u.ac.jp   内線   7582

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

小学校教員として外国語活動を指導するために必要な英語の知識と技能を，応答活動やスピーチの発表演習によって習得する。
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○英語らしい発音で，身の回りのことについて，応答や短いスピーチ（1分程度）ができる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

ガイダンス（セルフトーク）1

自己紹介12

自己紹介23

学校生活14

学校生活25

旅行16

旅行27

中間テスト8

思い出19

思い出210

食べ物111

食べ物212

将来113

将来214

復習15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

・ペアで自己表現します。
・言えなかったことを質問してもらい，表現方法を考えます。

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

・スピーチ内容を考えてくる。10h準備
学修

事後
学修

・自分のスピーチを書き起こして、改善して提出する。5h

教科書

未定

参考書

『小学校学習指導要領』平成29年3月告示　文部科学省
『小学校学習指導要領解説　外国語編』平成29年7月　文部科学省
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授業中における貢献

定期試験

50% ○

50% ○

注意事項

備考

リンク
URL


